
 

平成２５年６月２０日 

日 本 年 金 機 構 

 

外国人に係る住民基本台帳制度の改正への対応 

 

 

 

○ 機構においては、外国人の氏名はカナで管理している。外国人の本来の氏名はカナ以外であるが、記録管理システム

の入力方法（カナ氏名の入力が必須、文字数の制限など）によりカナ以外での管理が難しい。今般、外国人が住民基本

台帳に登録され、アルファベットで管理されることに伴ない、市町村との情報交換においてアルファベット使用が必要

となることなどから機構においても外国人氏名について、カナ氏名とともに（パスポートに表示されている）アルファ

ベットによる管理を進める。 

 

［取組の経緯］ 

○ 平成２４年７月から「住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成21年法律第77号）」の改正に伴ない、国民年金に

ついて、資格取得届等の提出時に市町村からアルファベット氏名を提出いただき、「外国人登録情報検索システム」に情報

を蓄積している。 

※当該システムは、エクセル形式でのデータベース 

 

○ 平成２５年７月からは、外国人のアルファベット氏名、住所等の管理が住民基本台帳ネットワーク（以下「住基ネッ

ト」という。）で、行われることになる。そのため、機構では外国人についても日本人と同様に住基ネットを活用した情

報の把握を適正に行うため、国民年金以外についても、現行のカナ氏名に加え、アルファベット氏名等を管理すること

とする。 

 

Ⅰ アルファベット氏名の管理 
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○ このため、「外国人登録情報検索システム」にあるデータを平成２５年７月稼働予定の「外国人氏名管理システム」に

移行させ、まず国民年金について現在蓄積している情報を基に住基ネットと突合し、住民票コードの収録を行う。 

  ※記録管理システムでは、アルファベット対応が難しいため、当該システムは記録管理システムとは別のサーバで構築し、連携させ

るものとなる。 

 

○ 以後、市区町村、事業主の協力を得て、資格取得届等の提出の際に、住民票、在留カードに記載のアルファベット氏

名をあわせて提供いただき、機構において住基ネットと突合することにより、住民票コードの収録を進める。 

 

（参考）外国人住民に関する取扱い 

○ 平成２４年７月から、「住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成21年法律第77号）」により、外国人住民につ

いても住民票が作成され、氏名は原則、アルファベットで管理することになった。なお、漢字氏名を有する外国人に

ついては、漢字氏名、通称名の併記による管理が認められている。 

 

○ 平成２５年７月から、住基ネットで外国人のアルファベット氏名、住所等の管理を行うことになっている。 

 

 

 

 

１ アルファベット氏名による管理の推進 

 

① 平成２４年７月～ 

 

 平成２４年７月から市区町村は住民基本台帳で外国人住民を登録管理することとなったが、その時の氏名はアルフ

ァベット（パスポート等に表記されたアルファベット氏名と同じ）になっている。 

市区町村から提出される国民年金の被保険者資格取得届等には、平成２４年７月から、アルファベット氏名が記載

Ⅱ 具体的な対応 
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されることとなり、第１号被保険者については、機構でも平成２４年７月からデータベースを構築し、アルファベッ

ト氏名、生年月日（西暦）、性別、国籍の管理を行っている。 

 平成２５年３月末現在の外国人第１号被保険者の収録者数は66,632人、収録率は20.8％となっている。 

 

アルファベット氏名の収録率（平成25年3月末現在） 

   （単位：人） 

 対象者数 収録者数 収録率 

外国人第１号被保険者 320,249 66,632 20.8％ 

  ※2号被保険者、３号被保険者については、事業主から外国人の有無などを必ず報告することとしていないため把握していない。 

 

② 平成２５年７月～ 

 

平成２５年７月から「外国人氏名管理システム」が稼働することから、事業主に対しても、厚生年金保険の資格取

得届等を提出する際に、併せて「アルファベット氏名登録申出書」の提出（任意）を求め、アルファベット氏名、生

年月日（西暦）、性別、国籍等を管理することとする。 

事業主に対しては、５月に機構ＨＰに協力依頼を掲載し、６月の納入告知書に協力依頼の文書を同封し発送。 

※ この申出書の提出の際には、在留カードのコピーまたは住民票の写し（コピー）の添付を求めることとしている。 

※ 現在は、資格取得届に国籍の記入欄が無いため、別途の届出としているが、今後の収録率等を踏まえ別途検討する。 

 

③ 漢字氏名または通称名の記載がある者の取扱い 

 アルファベット氏名登録申出書に「漢字氏名」「通称名」の記載がある場合は、アルファベット氏名に加えて漢字氏

名・通称名も管理する。 

※ 第１号被保険者には、通称名の記載欄が届出用紙にある。  

 

 

3



 

２ 外国人氏名管理システムによる重複付番の防止（平成25年7月から） 

 

外国人氏名をカナで管理する場合、市町村及び事業主がカナを振るケースや機構が振るケースが考えられるが、カナ

の振り方にぶれがある場合、別人として取扱われ重複して付番する恐れがある。今後、アルファベット氏名を活用しこ

のような重複付番を防止する取り組みを進める。  

具体的には、市区町村から資格取得届等の提出、事業主から申出書の提出が行われ、「外国人氏名管理システム」にア

ルファベット氏名を登録する際、既に当該システムに登録されているアルファベット氏名（漢字氏名・通称名）、生年月

日及び性別との突合を行い、重複付番の疑いがある場合は対象者をシステムの画面上に表示し、調査を行う。該当する

者に対して文書照会を行い、別人か同一人かの判定を行う。同一人の場合は、既付番の基礎年金番号により処理を行う。 

 （重複付番防止の流れ） 

○ 現行（カナ氏名）の確認 

  ３項目一致番号なし      
基礎年金番号 新規付番 

  （カナ氏名で照合）    別 人  

  ３項目一致番号あり  番号調査     

      同一人  既存の基礎年金番号に統合 

 

○ アルファベット氏名の管理後の確認（上記のカナ氏名の確認に加えて実施） 

  ３項目一致番号なし      
基礎年金番号 新規付番 

      別人  

  ３項目一致番号あり  番号調査     

      同一人  既存の基礎年金番号に統合 

※現行の「カナ氏名＋生年月日＋性別」に加え、「アルファベット氏名＋生年月日＋性別」「漢字氏名＋生年月日＋性別」「通称名＋生年月日＋性別」

による確認を行う。 

外国人氏名管理
システムに登録 

資格取得届の入力 

（アルファベット氏名等で照合） 
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３ アルファベット氏名による住民票コードの収録（平成２５年７月から） 

 

 個人番号制度の導入を見据え、外国人氏名管理システムへ登録されたアルファベット氏名を含む４情報（アルファベ

ット氏名、生年月日、性別、住所）を住基ネットと突合を行い、外国人について住民票コード収録を促進する。 
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機構ＨＰ「大切なお知らせ」掲載（５月２８日掲載済み） 

 

外国人を雇用されている事業主の方へ（お願い） 

 

 住民基本台帳法が改正され、平成２４年７月から、外国人の住民についても住民票が作成され、氏名は原則としてアルファベッ

トで表現されることになりました。 

 日本年金機構においても、外国人被保険者の年金記録を正確に記録するため、平成２５年７月から、外国人被保険者の氏名は、

これまでのカナ氏名に加えて、アルファベット氏名を収録することとしております。 

 つきましては、外国人の従業員や被扶養配偶者の方の「被保険者資格取得届」「氏名変更届」「住所変更届」等を提出する際は、

「アルファベット氏名登録（変更）申出書」により、アルファベット氏名を登録いただくようご協力をお願いいたします。 

 

また、平成２５年６月の納入告知書に「お知らせ」を同封してお送りしますので、ご確認ください。 

 

○申出書（Excel 形式）については、別途「申請・届出様式」に掲載する予定です。 
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